　平成27年度　東村山市高齢者配食サービス 　事業計画　

１．事業運営の基本方針　

東村山市高齢者配食サービス事業に関する規則に基づき、在宅の高齢者を訪問し、定期的に栄養バランスのとれた食事を提供することにより、ひとり暮らし等の高齢者の安否を確認するとともに、疾病及び介護予防対策として健康の維持に寄与し、住み慣れた地域で安心して在宅生活が維持できるように支援することを目的に東村山市からの委託事業として実施する。
平成28年度から介護予防・日常生活支援総合事業に移行された場合、現在市との委託契約での配食の位置づけについて、市の事業として廃止の可能性もあることから、動向について情報収集により対応を検討していく必要がある。また、要支援者がヘルパーによる調理支援が出来なくなった時について検討をしていかなければならない。
※配食サービス担当地区：富士見町・美住町（担当地区は西部地域包括支援センターと同様）

２．事業の実績・利用者状況　
１）利用者状況　    ※新規・廃止者数は平成26年4月～27年1月
	登録者数
	富士見町
	美住町
	男 性
	女 性
	独居世帯
	夫婦世帯

	64名
	29名
	35名
	25名
	39名
	54世帯
	5世帯

	実人数
	中止(休み)
	※ 新 規
	※ 廃 止
	廃止理由：①施設入所7名②入院0名 ③死亡5名④その他（本人の希望）1名

	34名
	30名
	13名
	13名
	


　　　　　

平成27年度（1月末まで）　総配食数：食　月平均配食数：食　
（月～金）配食数※総配食数：7044食　月平均配食数：704食　1日平均配食数：　32.2食

	
	26/
4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	27/

1月
	2月
	計　
	

	実施日数
	22日
	22日
	21日
	23日
	21日
	22日
	23日
	20日
	23日
	22日
	
	219日
	

	月間食数
	798
	756
	686
	752
	707
	737
	781
	624
	645
	558
	
	7044食
	

	日平均食数
	36.3
	34.4
	32.7
	32.7
	33.7
	33.5
	34.0
	31.2
	28.0
	25.4
	
	32.2食
	


（土日）配食数※総配食数：1870食　月平均配食数：187食　1日平均配食数：19.5食
	
	26/
4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	27/
1月
	2月
	計

	実施日数
	８日
	９日.
	９日
	8日
	10日
	8日
	8日
	10日
	8日
	8日
	8日
	96日

	月間食数
	210
	215
	196
	160
	191
	161
	181
	220
	163
	173
	
	1870食

	日平均食数
	26.3
	23.9
	21.8
	20.0
	19.1
	20.1
	22.6
	22.0
	20.4
	21.6
	
	19.5食


（月～日）配食数　※総配食数：　8914食　月平均配食数：　891食　1日平均配食数：31.8食
	
	26/
4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	27/
1月
	2月
	計

	実施日数
	30日
	31日
	30日
	31日
	31日
	30日
	31日
	30日
	31日
	31日
	
	280日

	月間食数
	1008
	971
	882
	912
	898
	898
	962
	844
	808
	731
	
	8914食

	日平均食数
	33.6
	31.3
	29.4
	29.4
	29.0
	29.9
	31.0
	28.1
	26.1
	23.6
	
	31.8食


３．平成27年度の事業の課題　

（１）短期間に認知症の進行及び身体機能低下が著しくなることへの対応
（２）他の事業を活用している方については、お互いの情報共有による連携協力
（３）民生委員・福祉協力員及び地域住民との連携協力の強化

（４）土・日曜日の配食サービス事業の今後の展開の検討
（５）朝に配食が必要な方への対応の検討
（６）緊急事態発生時の対応

（７）食中毒及び感染症予防対策による安全管理の徹底

（８）交通安全教育の徹底による交通事故ゼロ対策

（９）緊急連絡先である家族及び地域包括支援センターとの連携協力の強化

４．平成27年度　事業運営計画　

（１）利用者本位の事業運営

住み慣れた地域で安心して生活を継続できる支援体制の構築。

ア）配食時の声掛けや見守り等により状態の変化を観察し必要な対応を行う。

　　　　　※認知症の進行及び身体状況等の変化に関して速やかに包括支援センターへ報告し、

連携を保ち迅速な対応がとれる体制を確立する。

イ）栄養管理された食事の提供による健康維持及び献立表等を利用して食への関心を高める。

ウ）美味しく安心して召し上がっていただくために、ご利用者の食事形態に合わせた調理及び盛りつけの工夫を行う。

　　※例えば、煮魚のキザミ食は、煮汁にトロミを付けて具材にかけて仕上げる。

エ）地域包括支援センターを中心に民生委員等との連携協力により近隣の方々との見守りの仕組みをつくる。

オ）配食全般についての満足度及び意向調査を実施して、結果を事業運営に反映させる。

（２）地域社会に貢献する事業運営

ア）市委託事業として、在宅の高齢者に定期的に栄養バランスのとれた食事を提供するとともにひとり暮らし等の高齢者の安否を確認、疾病および介護予防策として健康維持に寄与する。

イ）委託契約以外の独自サービスとしての食事提供について、今後の展開を検討する。
　　・独自事業として平成27年7月より、土曜日と日曜日の配食を開始。

　　・市委託事業に該当しない地域高齢者のニーズに応えるためのニーズ調査の実施。

　　・ニーズに基づく独自事業の拡大等の新たな展開の検討。
ウ）対象者が独居又は高齢者世帯であることから、第二万寿園での個室ユニットの対象者となる可能性が高い。日頃から情報提供及び包括支援センターや居宅介護支援事業所と連携をとり個室ユニットの顧客を開拓する。

エ）高齢者が独居又は夫婦世帯で住み慣れた地域において安心して生活できるように、地域サービス情報を提供していく。
オ）緊急時や一時的に配食が必要な方への対応の検討。
カ）平成２８年度から要支援の方が介護保険から介護予防・日常生活支援総合事業に移行された場合、その方々への配食の必要が考えられる。更に、市の事業として廃止された場合の検討
（３）事業を支える安定した経営

安定した収支による計画的な資金計画を策定する。

ア）市委託事業の配食実人数（H27/1/31現在）　　約33名（登録者52名）

・過去1年間　1日平均30.4食　　　※目標は38食とし35食は堅持する。

イ）市委託事業および独自サービス事業の合算

　　・過去1年間　1日平均27.1食　

ウ）配食車輌及びお弁当容器等（平成23年度新調）更新のために計画的な積立金を行う。
（４）職員の育成

・サービスマナー、食中毒や感染症、交通安全に関し、担当職員の研修を行いスキルアップを図る。
・ご利用者の心身の変化に気づく視点と対応についての基礎知識の研修
（５）リスクマネジメント

緊急時に迅速かつ適切な対応と連携体制の確立。

ア）緊急対応マニュアルの周知徹底及び見直しにより、実態に合った対策を実施する。

イ）配食時の様子を把握し、地域包括支援センターへの情報提供と連携協力による事故防止の強化を図る。

ウ）緊急対応等の状況を収集し分析による予防及び対処を計画する。

食中毒及び感染症予防対策の徹底。

エ）管理栄養士の指導により調理施設と調理職員への衛生管理を徹底する。

オ）配食時の車輌温度管理及び衛生管理を徹底する。

交通安全の徹底による事故予防への対策強化。
ア）車輌管理規程に基づき「安全運転教育研修」を実施する。
イ）運行日誌を基本に日々の始業点検及び事故防止についての意識向上を図る。
（６）職員の健康管理
ア）毎年１回の健康診断を行い、必要であれば産業医への相談の機会を持つ。
イ）メンタルヘルスについての状況把握のため年２回の面談の実施。
（７）災害対策

住み慣れた地域で安心して生活が継続するための支援体制の構築。

ア）東村山市の大規模災害マニュアルを参考にし、災害に備えた取り組みを検討する。

　　　　イ）大規模災害発生時の安否確認については、担当職員による在宅個別訪問を実施する。

　　　　ウ）第二万寿園グループに設置してある各種対策委員会と連携して災害防止、感染症及び食中毒防止のための対策を行っていく。
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